
令和7年度 保土ケ谷区医師会疾患別医療・介護連携事業

多職種連携研修

主催：横浜市保土ケ谷区医師会 問合せ：保土ケ谷区在宅医療相談室 045-465-6366

1月21日(水)18:30～20:00

締切
1月15日(木)

座長：くぬぎ台診療所 院長 青柳 祥夫 先生
講師：ゆう在宅クリニック 院長 田村 陽一 先生
コメンテーター：医師・薬剤師・訪問看護師・理学療法士

ケアマネジャー 管理栄養士

令和8年

・QRコード
・保土ケ谷区在宅医療相談室HP
※研修3日前までにZoom URLを送ります

申込

在宅で糖尿病患者を支える現場では、多職種がそれぞれに課題を抱えています。
事前アンケートでも
◆ 認知症独居高齢者の食事制限・服薬管理の難しさ
◆ 飲酒習慣や不規則な食生活への支援の限界
◆ インスリン自己注射に困難に伴う
◆ 治療方針が共有されず指導が難しい など、多岐にわたる困りごとがありました。
本研修では、糖尿病を抱える方の在宅療養の実情を共有し、多職種がどのように連携し支援し
ていくべきかを多角的にディスカッションします。
日頃の支援で感じている悩みや課題を整理し、明日からの連携に生かせるヒントを一緒に考え
ていきます。

第1部 糖尿病患者の在宅療養を支えるために

事前アンケートから考える支援のあり方

第2部 ディスカッション

多職種の役割共有と連携強化に向けて

内容

Web開催
（Zoom）

アンケートから見えた現場の声と多職種でつなぐ支援のあり方
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